
『ダメをみがく
” 女子 ” の呪いを
解く方法』
津村記久子／深澤真紀
集英社

図・書・紹・介 ・当センター「図書コーナー」にある本を紹介しています。
【貸出しのお約束】・1 人５冊まで　・期限：２週間　・利用時間：９時～ 17 時

  　　　　　　　　　　　　※時間外の返却はセンター入口横のポストをご利用ください。

『男尊女子』
酒井順子
集英社

火 水 木 金 土 日

9:00 ～ 12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13:00 ～ 16:00 ○ ○ ○ ○ ─ ─

ひとりで
悩まないで…
気軽に
ご相談を…

女性専用電話相談です。
相談は無料で秘密は厳守します。

電話 027-224-5210
●相談日と時間

【相談内容】家庭の問題の他、女性の自立や能力の発揮、性差に関する悩みなど…。

〒 371 － 0026　群馬県前橋市大手町１－１３－１２
電話 027-224-2211　FAX 027-224-2214
メール  sankakuse@pref.gunma.lg.jp

●お車でお越しの際は、県庁内「県民駐車場」をご利用ください。
　(2 時間まで無料）
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ぐんま男女共同参画センターのご案内

●開館時間：火　～　金　９：00 ～ 21：00
　　　　　　土・日・祝　９：00 ～ 17：00
●休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は直後の平日）
　　　　　12 月 29 日～ 1 月 3 日

●編●集●後●記●

　ここ数年のＮＨＫ大河ドラマでは、歴史上活躍した女性

が主人公になっています。

　「八重の桜」、「花燃ゆ」、「おんな城主直虎」。

　彼女たちは、皆、群馬県に縁があり、「八重の桜」の八重

は、新島襄の妻。「花燃ゆ」の文は、初代群馬県令楫取素彦

の妻。「おんな城主直虎」の直虎が育てた井伊直政は、箕輪

城主。後に高崎城主。当時、和田と呼ばれていた地を高崎

と名付けたのも直政です。

　直政の居城であった箕輪城は、高崎市箕郷町にあり、日

本１００名城に選定され、昨年には郭馬出西虎口門（かく

うまだしにしこぐちもん）や土橋等の保存整備事業が行わ

れ、城跡が見学しやすくなっております。

　残念ながら天守閣はありませんが、見応えのあるお城で

すので、是非、行ってみてください。（横）

・年末年始 (12/29 ～ 1/3)、祝日、月曜日は休み　・月曜日が祝日の場合、火曜日も休み

◆男女が平等とされる
現代に男性を立てる女
子がいる、これを男尊
女子と呼ぶ、そんな女
子を分析し、現代の女
性たちの行動や気質を
冷静に見つめ酒井流の
言葉選びで快活に解説
しています。

図書コーナーをご利用ください

◆仕事をバリバリこ
なす二人が見栄を張
ら な い 実 生 活 を 赤
裸々に語る。「完璧を
目指さないで適当に

●男女共同参画に関する書籍のほか、話題を呼んだ一般書籍や絵本も多く

　取り揃えております。ぜひお立ち寄りください！

『皿洗いするの、どっ
ち？目指せ、家庭内
男女平等！』
山内マリコ
マガジンハウス

●研修室の貸出しを行っています。
    詳しくはホームページをご覧になるか、直接お問い合わ せください。 

●中研修室《半日：1,640 円》●大研修室《半日：3,600 円》

◆男性と暮らすとはど
ういうことか、皿洗い
からはじまる家事の問
題をユーモラスに分析
している。一緒に暮ら

やればいいんだよ」「それで幸せなんだよ」
と頑張りすぎな女性に疲れない生き方を
おすすめする対談集。

す彼氏の意見も随所にあ
り双方の言い分が見えて面白い。
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2017 年 9 月 No.47
平成 29 年度　 　　　　　　　　大学連携講座 参加者募集中！

ぐんま県民カレッジ連携講座

●ぐんま男女共同参画センター●　電話 027-224-2211  FAX 027-224-2214　（月曜休館です）
　　　　　　　　　　メール  sankakuse@pref.gunma.lg.jp

　男女の率や数の差を縮めるとどんなことが起きるでしょう。

　女性・男性の数が増えたり減ったり、女性・男性の率が上がったり下がったりし

て差が縮まると、なぜか暮らしやすくなる可能性が広がります。

　人生１００年時代。老若男女、全ての人が心豊かに楽しく、安心して暮らすため

の「ヒント」を探ります！

■会場：ぐんま男女共同参画センター　　　　　　　　　　　　（前橋市大手町 1-13-12）
■費用：無料
■定員：70 人（先着順）
■申し込み方法：電話、FAX、メール　

主催：東京家政大学  女性未来研究所・群馬県ぐんま男女共同参画センター

　

第 1 回　 ９/30（土）
13:30 ～ 15:30

 『防災・減災』に役立つ
オトコの度量とオンナの視点

齋藤　正子さん
（東京家政大学　看護学部　講師）

第 2 回 10/ ７（土）
13:30 ～ 15:30

明日をつくる女性を
　　　　　　育てるために

並木　有希さん
（東京家政大学　女性未来研究所　副所長）

第 3 回 11/ ５（日）
13:30 ～ 15:30

施設より地域ぐらし
～デンマークと日本を比較する～

松岡　洋子さん
（東京家政大学　人文学部　准教授）

第 4 回 11/18（土）
13:30 ～ 15:30

100 年ライフの家族関係
　　　　　　長続きのコツ

樋口　惠子さん
（東京家政大学　女性未来研究所長）

日　　   時　　　　　   内　　　　容　　　　　　　　講　　　　　師

各回のみの受講も可能

※手話通訳を希望する方や車椅子ご利用の方はその旨をご連絡ください。( 手話通訳は各回２週間前までにお願いします）

『ココロ豊かで安心な暮らし』
　　　　　　　　　　　の作り方

 

 

 

 ぐんま男女共同参画センター 

 〒371-0026 群馬県前橋市大手町 1-13-12 

ＴＥＬ：０２７－２２４－２２１１ 
ＦＡＸ：０２７－２２４－２２１４ 

メール：s a n k a k u s e @ p r e f . g u n m a . l g . j p  
 

～カギは “ 男女の率（数）の差を縮める ” こと～


